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§１．研究成果の概要 

 

本研究プロジェクトは、① 「均一系微小リアクタの開発および操作技術」、②「人工細胞リアクタの

生化学反応の定量計測」、③「自律分裂型人工細胞モデルの創出」、④「脂質膜・LLPS 機能化の

ための合成分子開発」の４項目からなる。①においては、フェムトリットル体積の Dex/PEG 溶液に

おける相分離ドロップレット(Dex ドロップレット)をアレイ化したシステムの開発および、その特性解

析に成功した。この系は、③の自己成長する人工細胞モデルの研究の基盤技術となっている。ま

た、非相分離状態の Dex/PEG 溶液を局所加熱することで Soret 効果による局所相分離を誘導す

ることに成功した。②においては、微小空間における 208kbp の DNA 増幅に成功し、その増幅反

応開始効率および最終合成量の定量・分布計測に成功した。その他、遺伝子発現ノイズ解析を行

った。③においては、Dex ドロップレット内部に無細胞遺伝子発現システムを再構成することで、内

部における DNA 複製による自己成長型人工細胞モデルの作成に成功した。④では、LLPS ドロッ

プレット界面を安定化する分子ツール、さらに光操作によって Dex ドロップレットを融合させる分子

ツールの開発に成功した。これらの分子ツールによって、外部より操作可能な新しい人工細胞リア

クタのプラットフォーム技術が確立するものと期待される。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）野地グループ 

① 研究代表者：野地 博行 （東京大学大学院工学系研究科 教授） 

② 研究項目 

・微小リアクタの開発 

・遺伝子発現活性の定量計測 

・自立型人工細胞モデル 

 

（2）村岡グループ 

① 主たる共同研究者：村岡 貴博 （東京農工大学グローバルイノベーション研究院 教授） 

② 研究項目 

・界面機能化合成分子の開発 
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